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論文審査結果の要旨 
 
クラウドコンピューティングは、ユーザの機器を強力なクラウドサーバに接続することで機器

の性能を高めることができる非常に有効なものである。しかし、クラウドコンピューティングで

は遠くのサーバに接続する必要があり、その機能には限界がある。この問題はエッジクラウドを

利用することで克服できる。エッジクラウドではより強力なネットワークサーバがユーザの近く

のネットワークエッジに配置され、ユーザとの接続を可能とする。本論文では、エッジクラウド

システムを最適に機能させるための手法を提案し、エッジクラウドへのアクセスの遅延を分析す

ることで同時に接続できるユーザ数を最大化する手法について研究を行った。本手法では、問題

が複雑な場合でもその効率を維持できるよう機械学習を利用する。この論文は 6 つの章で構成さ

れている。 
第 1 章では、この研究の背景について説明している。エッジクラウドの利点と、大量のユーザ

とワイヤレス環境によってもたらされる問題について説明している。また、この研究の目的と内

容について述べている。 
第 2 章では、エッジクラウドに関連する研究を紹介し、既存研究における一般的なサービスモ

デルおよび関連する数学モデルについて言及している。この数学モデルは、ユーザモビリティと

エッジクラウドのあらゆるサービス遅延を考慮しており、エッジクラウドの研究に適用すること

が可能であることを述べている。 
第 3 章では、サービスの遅延が最小となるようにエッジクラウドユーザに最適にリソースを割

り当てるプロトコルについて提案している。本プロトコルは、ユーザが接続するサーバを選択す

るとともに、基地局の送信電力レベルを決定する。このプロトコルのパフォーマンスが、リソー

スの割り当てと遅延の低減に関して既存の手法よりも優れていることを示している。 
第 4 章では、サービスの遅延を最小限に抑えるため、実行するエッジクラウドサーバを最適に

選択する手法について提案している。また、提案手法は既存の手法よりも少ないリソースで 2 倍
以上のユーザを収容することができることを示し、通信とサービスの融合という観点で貢献は大

きい。 
第 5 章では、最大サービス遅延制限を常に考慮しながら、エッジクラウドサーバあたりのユー

ザ容量を最大化するためのプロトコルについて述べている。このプロトコルでは、人工知能を使

用して、ユーザが接続するサーバと基地局のセットアップ方法を決定する。本手法は、ユーザの

使用状況に応じてシステムを変更し、エッジクラウドの収容ユーザ数を 2 倍にすることを可能と

し、極めて評価の高い提案である。 
第 6 章は、本論文の要約である。 
以上のように、本論文では、サービス遅延を減らし、収容ユーザ数を向上させることにより、

エッジクラウドの動作を改善するためのいくつかの機械学習ベースの方法を提案し実験によりそ

の有用性を実証した。 
よって、本論文は博士（情報科学）の学位論文として合格と認める。 
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